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道路の吹雪対策施設には防雪林や防雪柵など様々なものがある。そのひとつである防雪林は

高い対策効果を期待できるが、樹木の生長過程に応じた間引きなどの育成管理が必要である。

しかしそれらの管理手法は確立されていない。[*] 本件では、道路防雪林について、防雪機

能維持を考慮した間引きなどの管理手法を検討するため、間引きや樹高などの条件を変化させ

た防雪林模型を用いて風洞実験を行うことにより、間引きや樹高が防雪機能へ与える影響につ

いて調査を行った。 

 
 

本論文閲覧ご希望の方は、当該学会等にお問い合わせください。 


